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MAGIC望遠鏡は、カナリア諸島のラパルマ島にある、１７メートル鏡面を持つ世界最大の解像型大気チェレ
ンコフ望遠鏡 (IACT)である。標準トリガーモードでのエネルギー閾値は５０ GeVと IACTの中でもっとも低
く、２００７年に導入された Sumトリガーシステムを用いるとさらに２５GeVまで下げることができる。
２００８年のMAGICによるかにパルサーの検出と、近年の Fermi-LATによるガンマ線パルサーの観測結果

は、Polar Cap モデルを棄却し、Outer Gapモデルを支持するものであった。しかしながら、Fermi-LATによる
１００MeVから約３０GeVまで測定と、MAGICによる２５GeV以上の測定を精細に比較する事により、かに
パルサーのエネルギースペクトラムは、指数関数的減衰をも示さず、約６GeVで折れ曲がったあともベキ関数的
で約 400GeVにまで延びていることが分かった。これは標準パルサーモデルでは説明のつかない発見であり、更
なる理論的研究を必要とする。
本講演では、かにパルサー超高エネルギースペクトラムを説明する最新の理論モデルについて紹介する。


